
昭
和
四
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
七
号

ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
お
よ
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
ガ
ス

用
品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
制
定
す

る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
）

第
二
章
　
販
売
の
制
限
（
第
二
条
）

第
三
章
　
事
業
の
届
出
等
（
第
三
条―

第
二
十
条
）

第
四
章
　
検
査
機
関
の
登
録
（
第
二
十
一
条―

第
二
十

五
条
）

第
五
章
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
（
第
二
十
六

条―

第
三
十
条
）

第
六
章
　
外
国
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
（
第
三
十
一

条―

第
三
十
五
条
）

第
七
章
　
雑
則
（
第
三
十
六
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
ガ
ス

事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
お
よ
び
ガ
ス
事
業
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
九
年
政
令
第
六
十
八
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用

語
の
例
に
よ
る
。

第
二
章
　
販
売
の
制
限

（
販
売
等
に
係
る
例
外
の
届
出
等
）

第
二
条
　
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
届
出
書
に
当
該

ガ
ス
用
品
が
輸
出
用
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

面
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
（
ガ
ス
用
品
の
製
造
、
輸

入
又
は
販
売
の
事
業
に
係
る
事
業
場
が
一
の
経
済
産
業

局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
事

業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
）
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
承
認
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
つ
た

場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
請

者
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る
ガ
ス
用
品
の
見
本
品
又

は
検
査
記
録
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章
　
事
業
の
届
出
等

（
ガ
ス
用
品
の
区
分
）

第
三
条
　
法
第
百
四
十
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
ガ

ス
用
品
の
区
分
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
事
業
の
届
出
）

第
四
条
　
法
第
百
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
届
出
書
を
経

済
産
業
大
臣
（
一
の
ガ
ス
用
品
の
区
分
に
属
す
る
ガ
ス

用
品
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る
事
業
場
が
一
の
経
済
産

業
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
事
業
場
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
。
第
六
条
第
一

項
、
第
七
条
、
第
九
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
型
式
の
区
分
）

第
五
条
　
法
第
百
四
十
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
型
式
の
区
分
は
、
別
表
第
二
の
ガ
ス
用
品
の
区
分

の
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
ス
用
品
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
型
式
の
区
分
の
欄
に
お
い
て
構
造
等
の

区
分
と
し
て
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
要
素
が
二
以
上
あ
る
ガ
ス
用
品
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
等
の
区
分
と
し
て
掲
げ
る
区
分
の
一

を
す
べ
て
の
要
素
に
つ
い
て
組
み
合
わ
せ
た
も
の
ご
と

に
一
の
型
式
の
区
分
と
す
る
。

（
承
継
の
届
出
）

第
六
条
　
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出

事
業
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
四
に
よ
る
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
の
書
面
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
に

係
る
事
業
の
全
部
を
譲
り
受
け
て
届
出
事
業
者
の
地

位
を
承
継
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
五
に
よ
る

書
面

二
　
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
事

業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
つ
て
、
二
以

上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も

の
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
書
面
及
び
戸
籍

謄
本

三
　
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
事

業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
つ
て
、
前
号

の
相
続
人
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
七
に

よ
る
書
面
及
び
戸
籍
謄
本

四
　
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に

よ
つ
て
届
出
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

五
　
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に

よ
つ
て
届
出
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ

つ
て
は
、
様
式
第
七
の
二
に
よ
る
書
面
及
び
そ
の
法

人
の
登
記
事
項
証
明
書

（
変
更
の
届
出
）

第
七
条
　
法
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
届
出

事
項
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

八
に
よ
る
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
八
条
　
法
第
百
四
十
二
条
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
届
出
事
業
者
が
法
人
で
あ

る
と
き
の
、
法
人
の
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
と
す
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
九
条
　
法
第
百
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
廃
止

の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
届

出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
情
報
の
提
供
）

第
十
条
　
法
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
情
報
の
提
供

の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
提
供
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
情
報
の
概
要

（
技
術
上
の
基
準
）

第
十
一
条
　
法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
と

お
り
と
す
る
。

（
基
準
適
合
義
務
に
係
る
例
外
の
届
出
等
）

第
十
二
条
　
法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
届
出
に

つ
い
て
は
第
二
条
第
一
項
の
規
定
を
、
法
第
百
四
十
五

条
第
一
項
第
二
号
の
承
認
の
申
請
に
つ
い
て
は
第
二
条

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
ガ
ス
用
品
の
製
造
、
輸

入
又
は
販
売
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
の
ガ
ス
用
品
の
区

分
に
属
す
る
ガ
ス
用
品
の
製
造
又
は
輸
入
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
の
方
式
等
）

第
十
三
条
　
法
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届

出
事
業
者
は
、
そ
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る
ガ
ス
用
品

（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
製

造
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
別
表
第
三
の
技
術

上
の
基
準
へ
の
適
合
を
確
認
す
る
た
め
に
適
切
と
認
め

ら
れ
る
方
法
に
よ
る
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
法
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
事
業

者
が
検
査
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
ガ
ス
用
品
の
区
分
並
び
に
構
造
、
材
質
及
び
性
能

の
概
要

二
　
検
査
を
行
つ
た
年
月
日
及
び
場
所

三
　
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

四
　
検
査
を
行
つ
た
ガ
ス
用
品
の
数
量

五
　
検
査
の
方
法

六
　
検
査
の
結
果

３
　
法
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
記
録

を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
検
査
の
日
か

ら
三
年
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
十
四
条
　
法
第
百
四
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
検
査

記
録
は
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
電
磁
的

方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知

覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い

う
。
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
す
る

こ
と
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項

の
検
査
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機

器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
明
書
と
同
等
な
も
の
）

第
十
五
条
　
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
条

第
二
項
の
証
明
書
と
同
等
な
も
の
と
し
て
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
届
出
事
業
者
が
輸
入
し
よ
う
と
す
る
特
定
ガ
ス
用

品
の
型
式
に
つ
い
て
、
他
の
届
出
事
業
者
が
国
内
登

録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
又
は
外
国
登
録
ガ
ス
用
品
検

査
機
関
か
ら
交
付
を
受
け
た
法
第
百
四
十
六
条
第
二

項
の
証
明
書
に
係
る
型
式
と
同
一
の
型
式
の
区
分
に

属
し
、
か
つ
、
同
一
の
製
造
事
業
者
に
係
る
も
の
で

あ
る
旨
の
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
又
は
外
国

登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
と

き
は
、
当
該
他
の
届
出
事
業
者
が
当
該
証
明
書
の
交

付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
特
定
ガ
ス
用
品
ご
と

に
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
間
は
、
そ
の
確
認
を
受
け
た
書
面

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
済
産
業
大
臣
が

同
等
な
も
の
と
し
て
特
に
認
め
る
も
の

（
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
）

第
十
六
条
　
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
品
質
管
理
に
関
す
る
事
項

と
す
る
。

（
適
合
性
検
査
の
方
法
）

第
十
七
条
　
法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
検
査
の
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

1



一
　
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も

の
　
特
定
ガ
ス
用
品
に
つ
い
て
、
第
十
一
条
の
技
術

上
の
基
準
へ
の
適
合
を
確
認
す
る
た
め
に
適
切
と
認

め
ら
れ
る
方
法

二
　
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も

の
　
試
験
用
の
特
定
ガ
ス
用
品
に
つ
い
て
第
十
一
条

の
技
術
上
の
基
準
へ
の
適
合
を
確
認
す
る
た
め
に
適

切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
並
び
に
検
査
設
備
及
び
前
条

で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
そ
の
適
合
性
検
査
に
係
る

届
出
事
業
者
の
工
場
又
は
事
業
場
に
お
け
る
次
条
各

号
に
掲
げ
る
基
準
へ
の
適
合
を
確
認
す
る
た
め
に
適

切
と
認
め
ら
れ
る
方
法

（
法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
基
準
）

第
十
八
条
　
法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
別
表
第
四
の
検
査
設
備
の
欄
に
掲
げ
る
検
査
設
備

ご
と
に
同
表
の
検
査
設
備
の
基
準
の
欄
に
掲
げ
る

も
の

二
　
別
表
第
五
の
品
質
管
理
に
関
す
る
事
項
の
欄
に
掲

げ
る
事
項
ご
と
に
同
表
の
基
準
の
欄
に
掲
げ
る
も
の

（
証
明
書
の
記
載
事
項
）

第
十
九
条
　
法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
の
証
明
書
の
記
載

事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
又
は
外
国
登
録
ガ

ス
用
品
検
査
機
関
の
名
称

二
　
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
特
定
ガ
ス
用
品
の
型
式
の
区
分

四
　
特
定
ガ
ス
用
品
の
製
造
番
号
及
び
製
造
期
間
（
法

第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
検
査
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

五
　
特
定
ガ
ス
用
品
を
製
造
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の

名
称
及
び
所
在
地
（
輸
入
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当

該
特
定
ガ
ス
用
品
の
製
造
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所
）

六
　
検
査
の
方
法

七
　
法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
及
び
法
第
百
四
十
六
条
第
二
項

の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
（
法
第
百
四
十
六

条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
検
査
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
適
合
し
て
い
る
旨

八
　
証
明
書
の
交
付
年
月
日

（
表
示
）

第
二
十
条
　
法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
ガ
ス
用
品

に
表
示
を
付
す
る
場
合
は
、
ガ
ス
用
品
の
機
器
本
体
の

表
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
方
法
に
よ

り
次
の
表
示
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
別
表
第
一
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
ガ
ス
用
品

の
区
分
に
属
す
る
ガ
ス
用
品
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第

六
に
定
め
る
様
式
の
表
示

二
　
別
表
第
一
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
ガ
ス
用
品

の
区
分
に
属
す
る
ガ
ス
用
品
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第

七
に
定
め
る
様
式
の
表
示
。
た
だ
し
、
第
八
号
の
ガ

ス
用
品
の
区
分
に
属
す
る
ガ
ス
用
品
に
あ
つ
て
は
、

同
表
に
定
め
る
様
式
の
表
示
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、

別
表
第
八
に
定
め
る
様
式
の
表
示
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
四
章
　
検
査
機
関
の
登
録

（
登
録
の
区
分
）

第
二
十
一
条
　
法
第
百
五
十
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
特
定
ガ
ス
用
品
の
区
分
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
特
定
ガ
ス
用
品
の
区
分
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

二
　
半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

三
　
半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま

四
　
ガ
ス
ふ
ろ
バ
ー
ナ
ー

（
登
録
の
申
請
）

第
二
十
二
条
　
法
第
百
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登

録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
二
に
よ

る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

二
　
申
請
者
が
法
第
百
五
十
一
条
第
一
項
各
号
の
規
定

に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

三
　
申
請
者
が
法
第
百
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
二
十
四
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と

を
説
明
し
た
書
面

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
　
削
除

（
登
録
の
更
新
の
手
続
）

第
二
十
五
条
　
法
第
百
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
内
登
録
ガ

ス
用
品
検
査
機
関
又
は
外
国
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関

が
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
第
二
十

一
条
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
章
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関

（
事
業
所
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
は
、
法
第

百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出

を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
三
に
よ
る
届
出
書
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
規
程
）

第
二
十
七
条
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
は
、
法
第

百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
届
出
を
す
る

と
き
は
、
様
式
第
十
四
に
よ
る
届
出
書
に
業
務
規
程
を

添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に

よ
る
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
に
準
用
す
る
。

３
　
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
二
十
九
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
適
合
性
検
査
の
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関

す
る
事
項

二
　
適
合
性
検
査
の
業
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項

三
　
検
査
員
の
配
置
に
関
す
る
事
項

四
　
適
合
性
検
査
に
係
る
料
金
の
算
定
に
関
す
る
事
項

五
　
適
合
性
検
査
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
に
関
す
る

事
項

六
　
検
査
員
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

七
　
適
合
性
検
査
の
申
請
書
の
保
存
に
関
す
る
事
項

八
　
適
合
性
検
査
の
方
法
に
関
す
る
事
項

九
　
他
の
事
業
者
に
適
合
性
検
査
の
一
部
又
は
全
部
を

委
託
す
る
場
合
は
、
当
該
事
業
者
の
名
称
及
び
所
在

地
並
び
に
委
託
す
る
適
合
性
検
査
の
内
容

十
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
適
合
性
検
査
の

業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
）

第
二
十
八
条
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
は
、
法
第

百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十

条
の
規
定
に
よ
り
適
合
性
検
査
の
業
務
の
全
部
又
は
一

部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第

十
五
に
よ
る
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法

等
）

第
二
十
八
条
の
二
　
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る

方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
国
内

登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接

続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ

つ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信

さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ

り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で

き
る
物
を
も
つ
て
調
整
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記

録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
帳
簿
）

第
二
十
九
条
　
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
百
三
十
五
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事

項
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
適
合
性
検
査
の
申
請
を
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者

の
氏
名

二
　
適
合
性
検
査
の
申
請
を
受
け
た
年
月
日

三
　
適
合
性
検
査
の
申
請
に
係
る
品
目
及
び
当
該
品
目

に
係
る
法
第
百
四
十
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
型
式
の
区
分

四
　
適
合
性
検
査
を
行
つ
た
特
定
ガ
ス
用
品
の
品
名
並

び
に
構
造
、
材
質
及
び
性
能
の
概
要

五
　
適
合
性
検
査
を
行
つ
た
年
月
日

六
　
適
合
性
検
査
を
実
施
し
た
検
査
員
の
氏
名

七
　
適
合
性
検
査
の
概
要
及
び
結
果

２
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
は
、
前
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
帳
簿
に
記
載
す
る
と
き
は
、
特
定
ガ
ス
用

品
ご
と
及
び
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

も
の
ご
と
に
区
分
し
て
、
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
は
、
法
第
百
五
十
三

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
五
条
の
規

定
に
よ
り
帳
簿
を
保
存
す
る
と
き
は
、
記
載
の
日
か
ら

三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
三
十
条
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
磁

的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必
要
に
応
じ

電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
る
と
き

は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
法
第
百
五
十
三
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
五
条
の
帳
簿
の

保
存
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済

産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
外
国
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関

第
三
十
一
条
　
削
除

（
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
に
係
る
規
定
の
準
用
）

第
三
十
二
条
　
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定

は
、
外
国
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関
に
準
用
す
る
。
こ
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の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
中
「
法
第
百
五
十
三

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
八
条
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
百
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
百
二
十
八
条
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
中

「
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
二
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
五
十
五

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
九
条
第
一

項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
後
段
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
百
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
後
段
」
と
、
同
条
第

三
項
中
「
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
百
二
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百

五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
九

条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
八
条
中
「
法
第
百
五
十
三
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
条
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
百
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
三
十
条
」
と
、
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中

「
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
三
十
一
条
第
二
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百

五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
一

条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
百
五

十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
一
条

第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
五
十
五
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
第

四
号
」
と
、
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
中
「
法
第
百

五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
五

条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
旅
費
の
額
）

第
三
十
三
条
　
ガ
ス
事
業
法
施
行
令
第
十
七
条
の
旅
費
の

額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
旅
費
相
当
額
」
と
い
う
。
）

は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
旅
費
法
」
と
い

う
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
旅
費
の
額
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
査
の
た
め
そ
の
地

に
出
張
す
る
職
員
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
六

条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
行
政
職
俸
給
表

（
一
）
に
よ
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る
者
で
あ
る
も

の
と
し
て
そ
の
旅
費
の
額
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
在
勤
官
署
の
所
在
地
）

第
三
十
四
条
　
旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い

て
、
当
該
検
査
の
た
め
、
そ
の
地
に
出
張
す
る
職
員
の

旅
費
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
の
在
勤
官
署
の
所
在
地

は
、
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
三
番
一
号
と
す

る
。

（
旅
費
の
額
の
計
算
に
係
る
細
目
）

第
三
十
五
条
　
旅
費
法
第
六
条
第
一
項
の
支
度
料
は
、
旅

費
相
当
額
に
算
入
し
な
い
。

２
　
検
査
を
実
施
す
る
日
数
は
、
当
該
検
査
に
係
る
事
務

所
又
は
事
業
所
ご
と
に
三
日
と
し
て
旅
費
相
当
額
を
計

算
す
る
。

３
　
旅
費
法
第
六
条
第
一
項
の
旅
行
雑
費
は
、
一
万
円
と

し
て
旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
。

４
　
経
済
産
業
大
臣
が
、
旅
費
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
実
費
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
又
は

必
要
と
し
な
い
部
分
の
旅
費
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、

当
該
部
分
に
相
当
す
る
額
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入
し

な
い
。

５
　
機
構
が
、
旅
費
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
例

に
よ
り
、
実
費
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
又
は
必
要

と
し
な
い
部
分
の
旅
費
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
当
該

部
分
に
相
当
す
る
額
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入
し
な

い
。

第
七
章
　
雑
則

（
適
合
性
検
査
に
つ
い
て
の
申
請
）

第
三
十
六
条
　
法
第
百
八
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
様
式
第
十
六
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
百
八
十
六
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
準
用

す
る
。附

　
則
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
別
表
第
二
の
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
項
の
技
術
上
の
基

準
の
欄
の
二
九
の
表
の
（
注
）
（
二
）
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
六
月
五
日
通
商
産
業
省

令
第
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
二
月
一
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
五
年
二
月
二
八
日
通
商
産
業

省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
の
う
ち
ガ
ス

瞬
間
湯
沸
器
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
の
２
２
の

（
注
）
、
２
３
及
び
２
４
、
同
項
の
検
定
の
方
法
の
欄
の

６
（
２
）
、
１
１
（
２
）
、
１
４
（
１
）
ロ
、
２
２

（
１
）
ロ
並
び
に
（
２
）
ロ
及
び
ハ
、
２
３
並
び
に
２

４
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
の
２

４
の
（
注
）
１
、
２
５
及
び
２
６
、
同
項
の
検
定
の
方

法
の
欄
の
８
（
２
）
、
１
３
（
２
）
、
１
６
（
１
）
ロ
、

２
４
（
１
）
ロ
並
び
に
（
２
）
ロ
及
び
ハ
、
２
５
並
び

に
２
６
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
の
項
の
技
術
上

の
基
準
の
欄
の
２
３
の
（
注
）
、
２
４
、
２
５
及
び
４

１
並
び
に
同
項
の
検
定
の
方
法
の
欄
の
２
（
密
閉
式
の

も
の
の
ケ
ー
シ
ン
グ
及
び
給
排
気
部
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
、
８
（
２
）
、
１
３
（
２
）
、
１
６
（
１
）
ロ
、
２

３
（
１
）
ロ
並
び
に
（
２
）
ロ
及
び
ハ
、
２
４
、
２
５

並
び
に
４
１
の
規
定
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
七
月
三
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
外
国
事
業
者
に
よ
る
型
式
承
認
等
の

取
得
の
円
滑
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
施
行

の
日
（
昭
和
五
十
八
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
二
月
一
五
日
通
商
産
業

省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
二
月
二
八
日
通
商
産
業

省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
許
可
、
認
可
等
民
間
活
動
に
係
る
規

制
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

法
律
第
百
二
号
）
第
十
二
条
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十

一
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
七
月
二
九
日
通
商
産
業

省
令
第
四
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
検
定
の
申
請
の
あ
つ
た
第
一

種
ガ
ス
用
品
の
検
定
に
係
る
ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に
関

す
る
省
令
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
月
二
一
日
通
商
産
業

省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
五
日
通
商
産

業
省
令
第
七
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
八
の
改
正
規
定
中
不
完
全

燃
焼
防
止
機
能
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十

四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
九

条
の
八
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
第
一
種
ガ
ス
用

品
の
型
式
に
係
る
第
二
十
一
条
の
型
式
の
区
分
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
八
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
承
認
の
有
効
期
間
内
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
五
月
一
日
通
商
産
業
省
令

第
二
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
元
年
政
令
第
三
十
七

号
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
第
二
種
ガ
ス
用
品
（
以

下
「
第
二
種
ガ
ス
用
品
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
ガ
ス

用
品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
第
六
条
た
だ
し
書
の
承

認
を
受
け
又
は
そ
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
当
該

承
認
又
は
申
請
に
係
る
第
二
種
ガ
ス
用
品
に
つ
い
て
改

正
後
の
第
四
十
五
条
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
又
は
そ

の
申
請
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
二
種
ガ
ス
用
品
に
つ

い
て
改
正
前
の
別
表
第
二
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
項
の
技

術
上
の
基
準
の
欄
４
０
た
だ
し
書
又
は
同
表
ガ
ス
バ
ー

ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
４
６
た

だ
し
書
の
承
認
を
受
け
又
は
そ
の
申
請
を
行
っ
て
い
る

者
は
、
当
該
承
認
又
は
申
請
に
係
る
第
二
種
ガ
ス
用
品

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
別
表
第
十
一
屋
外
式
ガ

ス
瞬
間
湯
沸
器
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
３
５
た
だ

し
書
又
は
同
表
屋
外
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
の

項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
４
０
た
だ
し
書
の
承
認
を
受

け
又
は
そ
の
申
請
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
二
月
二
六
日
通
商
産
業
省

令
第
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
第
三
十
九

条
の
八
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
第
一
種
ガ
ス
用

品
の
型
式
に
係
る
第
二
十
一
条
の
型
式
の
区
分
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
八
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
承
認
の
有
効
期
間
内
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
九
日
通
商
産
業
省
令

第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
検
定
の
申
請
が
さ

れ
る
第
一
種
ガ
ス
用
品
の
検
定
に
係
る
ガ
ス
用
品
の
検

3



定
等
に
関
す
る
省
令
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
製
造
さ
れ
る
第
二
種
ガ
ス
用
品
に
係
る

ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
別
表
第
十
一
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

４
　
改
正
後
の
別
表
第
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
八
日
通
商
産
業
省

令
第
二
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に

関
す
る
省
令
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
ガ
ス

用
品
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
一
年
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
の

技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
五
月
一
日
通
商
産
業
省
令

第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
第
一
種
ガ
ス
用
品
に
係
る
検
定
の
方
法
及
び
技
術
上

の
基
準
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
四
月
三
十
日
ま
で

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
用
品
の
検
定
等

に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表

第
二
の
規
定
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
限
る
。
）

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
開
放
式
又
は
半
密
閉
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
項
の

技
術
上
の
基
準
の
欄
及
び
検
定
の
方
法
の
欄
の
１
、

１
５
（
２
）
及
び
ガ
ス
の
取
入
部
に
係
る
規
定

二
　
開
放
式
又
は
半
密
閉
式
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
項
の
技

術
上
の
基
準
の
欄
及
び
検
定
の
方
法
の
欄
の
１
、
１

６
（
２
）
及
び
ガ
ス
の
取
入
部
に
係
る
規
定

三
　
半
密
閉
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
の
項
の
技

術
上
の
基
準
の
欄
及
び
検
定
の
方
法
の
欄
の
１
、
１

４
（
２
）
及
び
ガ
ス
の
取
入
部
に
係
る
規
定

四
　
ガ
ス
ふ
ろ
バ
ー
ナ
ー
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄

及
び
検
定
の
方
法
の
欄
の
１
及
び
ガ
ス
の
取
入
部
に

係
る
規
定

３
　
新
省
令
別
表
第
十
一
の
う
ち
、
密
閉
式
又
は
屋
外
式

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
の
１
及

び
２
２
の
規
定
は
、
密
閉
式
又
は
屋
外
式
ガ
ス
瞬
間
湯

沸
器
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
は
適

用
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
は
、
改
正
前
の
ガ
ス
用

品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
省
令
」
と
い

う
。
）
別
表
第
二
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
項
の
技

術
上
の
基
準
の
欄
の
１
、
２
７
及
び
２
８
の
規
定
を
適

用
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
新
省
令
別
表
第
十
一
の
う
ち
、
密
閉
式
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
の
１
、
２
０
及
び
２
１

の
規
定
は
、
密
閉
式
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
平

成
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、

こ
の
間
は
、
旧
省
令
別
表
第
二
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
技
術

上
の
基
準
の
欄
の
１
、
２
８
及
び
２
９
の
規
定
を
適
用

す
る
。

５
　
新
省
令
別
表
第
十
一
の
う
ち
、
密
閉
式
又
は
屋
外
式

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の

欄
の
１
及
び
２
２
の
規
定
は
、
密
閉
式
又
は
屋
外
式
ガ

ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
四

月
三
十
日
ま
で
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
間

は
、
旧
省
令
別
表
第
二
屋
内
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ

が
ま
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
１
、
２
８
及
び
２
９

の
規
定
を
適
用
す
る
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
三
十
九
条
の
七
の

登
録
を
受
け
て
い
る
者
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
は
、
新

省
令
別
表
第
五
の
対
応
す
る
事
業
区
分
に
つ
い
て
登
録

を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
三
十
九
条
の
八
第

一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
第
一
種
ガ
ス
用
品
の
型
式

に
係
る
ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
第
二
十
一

条
の
型
式
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
新
省
令
別
表
第
八
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
承
認
の
有
効
期
間
内
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
八
年
政
令
第
九
十
八

号
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
移
行
第
二
種
ガ
ス
用
品

（
以
下
「
移
行
第
二
種
ガ
ス
用
品
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
旧
省
令
第
六
条
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
又
は
そ
の

申
請
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
当
該
承
認
又
は
申
請
に
係

る
移
行
第
二
種
ガ
ス
用
品
に
つ
い
て
新
省
令
第
四
十
五

条
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
又
は
そ
の
申
請
を
行
っ
た

も
の
と
み
な
す
。

９
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
移
行
第
二
種
ガ
ス
用
品

に
つ
い
て
旧
省
令
別
表
第
二
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
４
０
た
だ
し
書
、
同
表
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
４
３
た
だ
し

書
又
は
同
表
屋
内
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
の
項

の
技
術
上
の
基
準
の
欄
４
６
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け

又
は
そ
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
当
該
承
認
又
は

申
請
に
係
る
移
行
第
二
種
ガ
ス
用
品
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
新
省
令
別
表
第
十
一
密
閉
式
又
は
屋
外
式
ガ
ス
瞬
間

湯
沸
器
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
３
２
た
だ
し
書
、

同
表
密
閉
式
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の

欄
２
８
た
だ
し
書
又
は
同
表
密
閉
式
又
は
屋
外
式
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄
３

３
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
又
は
そ
の
申
請
を
行
っ
た

も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
通
商
産
業
省

令
第
三
九
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
四
月
二
四
日
通
商
産
業
省

令
第
八
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
三
四
号
）
　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
二
六
日
通
商
産
業

省
令
第
二
〇
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
開
放
燃
焼
式
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
製
造
又
は
輸
入
に
つ

い
て
の
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
用
品

の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省

令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
省

令
別
表
第
三
開
放
燃
焼
式
若
し
く
は
密
閉
燃
焼
式
又
は

屋
外
式
の
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
項
の
技
術
上
の
基
準
の
欄

の
１
４
（
２
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
五
年

九
月
三
十
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
ガ
ス
用
品
の
検
定
等
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に

よ
っ
て
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省

令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し

た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
一
八
日
通
商
産

業
省
令
第
三
八
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及

び
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
一
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
月
二
四
日
経
済
産
業

省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る

改
正
規
定
（
第
四
十
一
条
第
五
項
第
二
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
は
、
平
成
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業

省
令
第
四
三
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
一
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
二
月
二
七
日
経
済
産
業

省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
経
済
産
業
省

令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成

十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
二
月
二
一
日
経
済
産
業

省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
第
三

十
九
条
の
十
一
第
二
項
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

る
特
定
ガ
ス
用
品
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条

の
型
式
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
別

表
第
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
事
業
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
六
十
八
号
）
別
表
第
二
の
上
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欄
に
掲
げ
る
特
定
ガ
ス
用
品
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
期
間
内
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
八
月
八
日
経
済
産
業
省

令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
九
月
一
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
一
月
一
日
経
済
産
業

省
令
第
五
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
ガ
ス
事
業
法
第
三

十
九
条
の
十
一
第
二
項
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

る
特
定
ガ
ス
用
品
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条

の
型
式
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
別

表
第
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ス
事
業
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
六
十
八
号
）
別
表
第
二
の
上

欄
に
掲
げ
る
特
定
ガ
ス
用
品
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
期
間
内
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
二
八
日
経
済
産

業
省
令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
月
二
二
日
経
済
産
業

省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則

第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
五
月
一
一
日
経
済
産
業

省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令

第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二

条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令

様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。附

　
則
　
（
令
和
五
年
一
月
一
二
日
経
済
産
業
省

令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
八
十
号
）
の
施
行
の
日

（
令
和
五
年
一
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
六
〇
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
十
二
月
二
十
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

一
　
半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

二
　
半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

三
　
半
密
閉
燃
焼
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま

四
　
ガ
ス
ふ
ろ
バ
ー
ナ
ー

五
　
開
放
燃
焼
式
若
し
く
は
密
閉
燃
焼
式
又
は
屋
外
式

の
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

六
　
開
放
燃
焼
式
若
し
く
は
密
閉
燃
焼
式
又
は
屋
外
式

の
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

七
　
密
閉
燃
焼
式
又
は
屋
外
式
の
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ

ろ
が
ま

八
　
ガ
ス
こ
ん
ろ

別
表
第
２
（
第
５
条
関
係
）

ガ
ス

用
品

の
区

分

型
式
の
区
分

　

要
素

構
造
等
の
区
分

半
密

閉
燃

焼
式

ガ
ス

瞬
間

湯
沸

器

ガ
ス
瞬
間
湯

沸
器
の
構
造

（
１
）
　
先
止
め
式
の
も
の

（
２
）
　
元
止
め
式
の
も
の

　

点
火
の
方
法
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

ガ
ス
消
費
量

切
替
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

装
置
の
作
動

方
式

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

　

給
排
気
の
方

法

（
１
）
　
自
然
排
気
式
の
も
の

（
２
）
　
強
制
排
気
式
の
も
の

　

不
完
全
燃
焼

を
防
止
す
る

機
能
に
係
る

検
知
部
の
機

構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
Ｃ
Ｏ
セ
ン
サ
ー
式
の
も
の

（
４
）
　
バ
イ
メ
タ
ル
式
の
も
の

（
５
）
　
サ
ー
ミ
ス
タ
ー
式
の
も
の

（
６
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

燃
焼
室
内
の

圧
力

（
１
）
　
正
圧
に
な
る
も
の

（
２
）
　
負
圧
に
な
る
も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

遮
熱
板
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

熱
交
換
部
の

材
質

（
１
）
　
銅
製
の
も
の

（
２
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

給
水
自
動
ガ

ス
弁
の
構
造

（
１
）
　
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
式
の
も
の

（
２
）
　
水
流
ス
イ
ッ
チ
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

暖
房
部
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

水
通
路
の
構

造
（
暖
房
部

を
有
す
る
も

の
）

（
１
）
　
一
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
２
）
　
一
缶
三
水
路
式
の
も
の

（
３
）
　
二
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
４
）
　
二
缶
三
水
路
式
の
も
の

（
５
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
１
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も

の（
２
）
　
１
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
２

２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
２
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
２

８
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
２
８
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
４

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
５
）
　
４
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
５

５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
６
）
　
５
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

も
の

半
密

閉
燃

焼
式

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

点
火
の
方
法
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

ガ
ス
消
費
量

切
替
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

5



装
置
の
作
動

方
式

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

　

給
排
気
の
方

法

（
１
）
　
自
然
排
気
式
の
も
の

（
２
）
　
強
制
排
気
式
の
も
の

　

燃
焼
方
式

（
１
）
　
赤
火
式
の
も
の

（
２
）
　
ブ
ン
ゼ
ン
式
の
も
の

（
３
）
　
表
面
燃
焼
式
の
も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
鋳
物
製

の
も
の

（
２
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
３
）
　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
め
つ
き
鋼
製

の
も
の

（
４
）
　
ほ
う
ろ
う
鋼
製
の
も
の

（
５
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

設
置
の
形
態
（
１
）
　
据
置
形
の
も
の

（
２
）
　
つ
り
下
げ
形
の
も
の

（
３
）
　
壁
掛
け
形
の
も
の

　

ガ
ス
の
取
入

部
の
構
造

（
１
）
　
ね
じ
式
の
も
の

（
２
）
　
迅
速
継
手
式
の
も
の

　

自
動
温
度
調

節
装
置
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

時
限
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

伝
熱
方
式

（
１
）
　
放
射
型
の
も
の

（
２
）
　
自
然
対
流
型
の
も
の

（
３
）
　
強
制
対
流
型
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
２
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の

も
の

（
２
）
　
２
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

３
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
３
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

４
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
４
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

５
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
５
）
　
５
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

７
．
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
６
）
　
７
．
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

１
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
７
）
　
１
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
８
）
　
１
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

も
の

半
密

閉
燃

焼
式

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

付
ふ

ろ
が

ま

ふ
ろ
が
ま
の

構
造

（
１
）
　
内
だ
き
式
の
も
の

（
２
）
　
外
だ
き
式
の
も
の

　

点
火
の
方
法
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

ガ
ス
消
費
量

切
替
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

装
置
の
作
動

方
式

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

（
４
）
　
（
２
）
及
び
（
３
）
の
機
能
を

併
せ
有
す
る
も
の

　

給
排
気
の
方

法

（
１
）
　
自
然
排
気
式
の
も
の

（
２
）
　
強
制
排
気
式
の
も
の

　

不
完
全
燃
焼

を
防
止
す
る

機
能
に
係
る

検
知
部
の
機

構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
Ｃ
Ｏ
セ
ン
サ
ー
式
の
も
の

（
４
）
　
バ
イ
メ
タ
ル
式
の
も
の

（
５
）
　
サ
ー
ミ
ス
タ
ー
式
の
も
の

（
６
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

燃
焼
室
内
の

圧
力

（
１
）
　
正
圧
に
な
る
も
の

（
２
）
　
負
圧
に
な
る
も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

遮
熱
板
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

熱
交
換
部
の

材
質

（
１
）
　
銅
製
の
も
の

（
２
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

自
動
消
火
装

置
の
構
造

（
１
）
　
温
度
を
感
知
し
て
作
動
す
る

も
の

（
２
）
　
一
定
時
間
の
経
過
に
よ
り
作

動
す
る
も
の

（
３
）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
の
機
能
を

併
せ
有
す
る
も
の

　

空
だ
き
防
止

装
置
の
機
構

（
１
）
　
熱
感
知
式
の
も
の

（
２
）
　
水
位
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

給
湯
部
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

給
湯
部
の
構

造

（
１
）
　
先
止
め
式
の
も
の

（
２
）
　
元
止
め
式
の
も
の

　

給
湯
の
方
式
（
１
）
　
一
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
２
）
　
二
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
３
）
　
二
缶
三
水
路
式
の
も
の

（
４
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も

の（
２
）
　
１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
１
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
１
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
２

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
５
）
　
２
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
３

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
６
）
　
３
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
４

０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
７
）
　
４
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
５

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
８
）
　
５
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
６

７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
９
）
　
６
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

も
の

ガ
ス

ふ
ろ

バ
ー

ナ
ー

点
火
の
方
法
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

ガ
ス
消
費
量

切
替
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

装
置
の
作
動

方
式

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

自
動
消
火
装

置
の
構
造

（
１
）
　
温
度
を
感
知
し
て
作
動
す
る

も
の

（
２
）
　
一
定
時
間
の
経
過
に
よ
り
作

動
す
る
も
の

（
３
）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
の
機
能
を

併
せ
有
す
る
も
の

　

空
だ
き
防
止

装
置
の
機
構

（
１
）
　
熱
感
知
式
の
も
の

（
２
）
　
水
位
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も

の（
２
）
　
１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
１
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
１
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

も
の

開
放

燃
焼

式
若

し
く

は
密

閉
燃

焼
式

又
は

屋
外

ガ
ス
瞬
間
湯

沸
器
の
構
造

（
１
）
　
先
止
め
式
の
も
の

（
２
）
　
元
止
め
式
の
も
の

点
火
の
方
法
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の
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式
の

ガ
ス

瞬
間

湯
沸

器　

ガ
ス
消
費
量

切
替
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

装
置
の
作
動

方
式

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

　

設
置
の
方
式
（
１
）
　
屋
内
式
の
も
の

（
２
）
　
屋
外
式
の
も
の

　

屋
内
式
機
器

の
給
排
気
の

方
法

（
１
）
　
開
放
式
の
も
の

（
２
）
　
自
然
給
排
気
式
の
も
の

（
３
）
　
強
制
給
排
気
式
の
も
の

　

不
完
全
燃
焼

を
防
止
す
る

機
能
に
係
る

検
知
部
の
機

構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

燃
焼
室
内
の

圧
力

（
１
）
　
正
圧
に
な
る
も
の

（
２
）
　
負
圧
に
な
る
も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

遮
熱
板
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

熱
交
換
部
の

材
質

（
１
）
　
銅
製
の
も
の

（
２
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

給
水
自
動
ガ

ス
弁
の
構
造

（
１
）
　
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
式
の
も
の

（
２
）
　
水
流
ス
イ
ッ
チ
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

暖
房
部
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

水
通
路
の
構

造
（
暖
房
部

を
有
す
る
も

の
）

（
１
）
　
一
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
２
）
　
一
缶
三
水
路
式
の
も
の

（
３
）
　
二
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
４
）
　
二
缶
三
水
路
式
の
も
の

（
５
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
１
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も

の（
２
）
　
１
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
２

２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
２
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
２

８
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
２
８
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
４

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
５
）
　
４
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
５

５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
６
）
　
５
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

も
の

開
放

燃
焼

式
若

し
く

は
密

閉
燃

焼
式

又
は

屋
外

式
の

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

点
火
の
方
法
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

ガ
ス
消
費
量

切
替
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

装
置
の
作
動

方
式

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

　

設
置
の
方
式
（
１
）
　
屋
内
式
の
も
の

（
２
）
　
屋
外
式
の
も
の

　

屋
内
式
機
器

の
給
排
気
の

方
法

（
１
）
　
開
放
式
の
も
の

（
２
）
　
自
然
給
排
気
式
の
も
の

（
３
）
　
強
制
給
排
気
式
の
も
の

　

不
完
全
燃
焼

を
防
止
す
る

機
能
に
係
る

検
知
部
の
機

構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

燃
焼
方
式

（
１
）
　
赤
火
式
の
も
の

（
２
）
　
ブ
ン
ゼ
ン
式
の
も
の

（
３
）
　
表
面
燃
焼
式
の
も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
鋳
物
製

の
も
の

（
２
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
３
）
　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
め
つ
き
鋼
製

の
も
の

（
４
）
　
ほ
う
ろ
う
鋼
製
の
も
の

（
５
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

設
置
の
形
態
（
１
）
　
据
置
形
の
も
の

（
２
）
　
つ
り
下
げ
形
の
も
の

（
３
）
　
壁
掛
け
形
の
も
の

　

ガ
ス
の
取
入

部
の
構
造

（
１
）
　
ね
じ
式
の
も
の

（
２
）
　
迅
速
継
手
式
の
も
の

　

自
動
温
度
調

節
装
置
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

時
限
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

伝
熱
方
式

（
１
）
　
放
射
型
の
も
の

（
２
）
　
自
然
対
流
型
の
も
の

（
３
）
　
強
制
対
流
型
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
２
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の

も
の

（
２
）
　
２
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

３
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
３
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

４
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
４
．
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

５
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
５
）
　
５
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

７
．
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
６
）
　
７
．
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

１
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
７
）
　
１
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
８
）
　
１
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

も
の

密
閉

燃
焼

式
又

は
屋

外
式

の
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
付

ふ
ろ

が
ま

点
火
の
方
法
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

ガ
ス
消
費
量

切
替
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

装
置
の
作
動

方
式

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

（
４
）
　
（
２
）
及
び
（
３
）
の
機
能
を

併
せ
有
す
る
も
の

　

設
置
の
方
式
（
１
）
　
屋
内
式
の
も
の

（
２
）
　
屋
外
式
の
も
の

　

屋
内
式
機
器

の
給
排
気
の

方
法

（
１
）
　
自
然
給
排
気
式
の
も
の

（
２
）
　
強
制
給
排
気
式
の
も
の

　

燃
焼
室
内
の

圧
力

（
１
）
　
正
圧
に
な
る
も
の

（
２
）
　
負
圧
に
な
る
も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

遮
熱
板
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

熱
交
換
部
の

材
質

（
１
）
　
銅
製
の
も
の

（
２
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の
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（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

自
動
消
火
装

置
の
構
造

（
１
）
　
温
度
を
感
知
し
て
作
動
す
る

も
の

（
２
）
　
一
定
時
間
の
経
過
に
よ
り
作

動
す
る
も
の

（
３
）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
の
機
能
を

併
せ
有
す
る
も
の

　

空
だ
き
防
止

装
置
の
機
構

（
１
）
　
熱
感
知
式
の
も
の

（
２
）
　
水
位
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

給
湯
部
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

給
湯
部
の
構

造

（
１
）
　
先
止
め
式
の
も
の

（
２
）
　
元
止
め
式
の
も
の

　

給
湯
の
方
式
（
１
）
　
一
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
２
）
　
二
缶
二
水
路
式
の
も
の

（
３
）
　
二
缶
三
水
路
式
の
も
の

（
４
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も

の（
２
）
　
１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
１
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
１
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
２

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
５
）
　
２
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
３

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
６
）
　
３
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
４

０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
７
）
　
４
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
５

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
８
）
　
５
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
６

７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
９
）
　
６
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

も
の

ガ
ス

こ
ん

ろ

用
途

（
１
）
　
業
務
の
用
に
供
す
る
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

設
置
の
形
態
（
１
）
　
卓
上
型
の
も
の

（
２
）
　
据
置
型
の
も
の

（
３
）
　
台
所
組
込
型
の
も
の

（
４
）
　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
型
の
も
の

（
５
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

こ
ん
ろ
口
の

数

（
１
）
　
一
口
の
も
の

（
２
）
　
二
口
以
上
の
も
の

　

グ
リ
ル
部
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

グ
リ
ル
部
の

用
途

（
１
）
　
グ
リ
ル
部
が
グ
リ
ル
専
用
の

も
の

（
２
）
　
グ
リ
ル
部
が
こ
ん
ろ
兼
用
の

も
の

　

グ
リ
ル
部
の

構
造

（
１
）
　
上
火
式
の
も
の

（
２
）
　
下
火
式
の
も
の

（
３
）
　
両
面
式
の
も
の

　

オ
ー
ブ
ン
部

の
有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

オ
ー
ブ
ン
部

の
グ
リ
ル
機

能

（
１
）
　
オ
ー
ブ
ン
専
用
の
も
の

（
２
）
　
グ
リ
ル
兼
用
の
も
の

　

点
火
の
方
式
（
１
）
　
電
気
点
火
式
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

燃
焼
方
式

（
１
）
　
ブ
ン
ゼ
ン
式
の
も
の

（
２
）
　
表
面
燃
焼
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

メ
ー
ン
バ
ー

ナ
ー
の
材
質

（
１
）
　
鋳
鉄
製
の
も
の

（
２
）
　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
鋳
物
製

の
も
の

（
３
）
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
も
の

（
４
）
　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
め
つ
き
鋼
製

の
も
の

（
５
）
　
鋼
製
の
も
の

（
６
）
　
亜
鉛
め
つ
き
鋼
製
の
も
の

（
７
）
　
銅
又
は
銅
合
金
製
の
も
の

（
８
）
　
ほ
う
ろ
う
製
の
も
の

（
９
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

ガ
ス
量
切
換

装
置
の
有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
有

無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

立
ち
消
え
安

全
装
置
の
構

造

（
１
）
　
再
点
火
型
の
も
の

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

炎
検
出
部
の

機
構

（
１
）
　
熱
電
対
式
の
も
の

（
２
）
　
フ
レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

停
電
時
の
立

ち
消
え
安
全

（
１
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
な
い

も
の

装
置
の
作
動

方
式

（
２
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
ガ

ス
の
通
路
が
再
び
開
か
な
い
も
の

（
３
）
　
バ
ー
ナ
ー
の
炎
が
消
え
る
も

の
の
う
ち
再
び
通
電
し
た
と
き
に
バ

ー
ナ
ー
に
再
び
自
動
的
に
点
火
す
る

も
の

　

過
熱
防
止
装

置
の
有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

調
理
油
過
熱

防
止
装
置
の

有
無

（
１
）
　
あ
る
も
の

（
２
）
　
な
い
も
の

　

ガ
ス
取
入
部

の
構
造

（
１
）
　
ね
じ
式
の
も
の

（
２
）
　
迅
速
継
手
式
の
も
の

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の

　

表
示
ガ
ス
消

費
量

（
１
）
　
１
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の

も
の

（
２
）
　
１
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

１
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
３
）
　
１
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

２
．
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
４
）
　
２
．
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

３
．
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
５
）
　
３
．
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

５
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
６
）
　
５
．
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

７
．
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
７
）
　
７
．
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

８
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
８
）
　
８
．
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
９
）
　
１
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
１

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（
１
０
）
　
１
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

２
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

別
表
第
３
（
第
１
１
条
、
第
１
３
条
関
係
）

１
　
一
般
要
求
事
項

（１）
　
安
全
原
則

イ
　
ガ
ス
用
品
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い

て
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損

傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
設
計
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

ロ
　
ガ
ス
用
品
は
、
当
該
ガ
ス
用
品
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、
形
状
が
正
し
く
設
計
さ

れ
、
組
立
て
が
良
好
で
、
か
つ
、
動
作
が
円
滑

で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（２）
　
安
全
機
能
を
有
す
る
設
計
等

イ
　
ガ
ス
用
品
は
、
１
（
１
）
の
原
則
を
踏
ま

え
、
危
険
な
状
態
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
す
る
安
全

機
能
を
有
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

ロ
　
ガ
ス
用
品
は
、
１
（
２
）
イ
の
規
定
に
よ
る

措
置
の
み
に
よ
つ
て
は
そ
の
安
全
性
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
ガ

ス
用
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
及
び
使
用
上
の
注
意
に
つ
い
て
、
当
該
ガ

ス
用
品
又
は
こ
れ
に
附
属
す
る
取
扱
説
明
書
等

へ
の
表
示
又
は
記
載
が
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（３）
　
供
用
期
間
中
に
お
け
る
安
全
機
能
の
維
持

ガ
ス
用
品
は
、
当
該
ガ
ス
用
品
に
通
常
想
定
さ
れ
る

供
用
期
間
中
、
安
全
機
能
が
維
持
さ
れ
る
構
造
で

あ
る
も
の
と
す
る
。

（４）
　
使
用
者
及
び
使
用
場
所
を
考
慮
し
た
安
全
設
計

ガ
ス
用
品
は
、
想
定
さ
れ
る
使
用
者
及
び
使
用
さ
れ

る
場
所
を
考
慮
し
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又

は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（５）
　
耐
熱
性
等
を
有
す
る
部
品
及
び
材
料
の
使
用

ガ
ス
用
品
に
は
、
当
該
ガ
ス
用
品
に
通
常
想
定
さ
れ

る
使
用
環
境
に
応
じ
た
適
切
な
耐
熱
性
、
耐
食
性

等
を
有
す
る
部
品
及
び
材
料
が
使
用
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

２
　
危
険
源
に
対
す
る
保
護

（１）
　
火
災
の
危
険
源
か
ら
の
保
護

ガ
ス
用
品
に
は
、
発
火
又
は
発
熱
に
よ
つ
て
人
体
に

危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お

そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
構
造
の
採
用
、
難

燃
性
の
部
品
及
び
材
料
の
使
用
そ
の
他
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（２）
　
火
傷
の
防
止

ガ
ス
用
品
に
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、
人

体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
温
度
と
な
ら

な
い
こ
と
、
発
熱
部
が
容
易
に
露
出
し
な
い
こ
と

等
の
火
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
計
そ
の
他
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（３）
　
ガ
ス
用
品
自
体
又
は
外
部
か
ら
加
わ
る
作
用
に

よ
つ
て
生
じ
る
機
械
的
な
動
作
を
原
因
と
す
る
危

害
の
防
止

イ
　
ガ
ス
用
品
に
は
、
そ
れ
自
体
が
有
す
る
不
安

定
性
に
よ
る
転
倒
、
可
動
部
又
は
鋭
利
な
角
へ
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の
接
触
等
に
よ
つ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、

又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
よ

う
に
、
適
切
な
設
計
そ
の
他
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
も
の
と
す
る
。

ロ
　
ガ
ス
用
品
に
は
、
通
常
起
こ
り
得
る
外
部
か

ら
の
作
用
に
よ
り
生
じ
る
危
険
源
に
よ
つ
て
人

体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与

え
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
強
度
を

持
つ
設
計
そ
の
他
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の

と
す
る
。

（４）
　
無
監
視
状
態
で
の
運
転
を
考
慮
し
た
安
全
設
計

ガ
ス
用
品
は
、
当
該
ガ
ス
用
品
に
通
常
想
定
さ
れ
る

無
監
視
状
態
で
の
運
転
に
お
い
て
も
、
人
体
に
危

害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ

れ
が
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す

る
。

（５）
　
始
動
、
再
始
動
及
び
停
止
に
よ
る
危
害
の
防
止

イ
　
ガ
ス
用
品
は
、
不
意
な
始
動
に
よ
つ
て
人
体

に
危
害
を
及
ぼ
し
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る

お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

ロ
　
ガ
ス
用
品
は
、
動
作
が
中
断
し
、
又
は
停
止

し
た
と
き
は
、
再
始
動
に
よ
つ
て
人
体
に
危
害

を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

ハ
　
ガ
ス
用
品
は
、
不
意
な
動
作
の
停
止
に
よ
つ

て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷

を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

（６）
　
異
常
燃
焼
又
は
有
害
な
燃
焼
ガ
ス
の
発
生
に
よ

る
危
害
の
防
止

ガ
ス
用
品
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、
異
常

燃
焼
又
は
有
害
な
燃
焼
ガ
ス
の
発
生
に
よ
り
人
体

に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る

お
そ
れ
が
な
い
よ
う
設
計
そ
の
他
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（７）
　
感
電
に
対
す
る
保
護

ガ
ス
用
品
は
、
使
用
場
所
の
状
況
及
び
電
圧
に
応

じ
、
感
電
の
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ

る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（イ）
　
危
険
な
充
電
部
へ
の
人
の
接
触
を
防
ぐ
こ

と
。

（ロ）
　
接
触
電
流
は
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（８）
　
絶
縁
性
能
の
保
持

ガ
ス
用
品
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
受
け
る

お
そ
れ
が
あ
る
内
外
か
ら
の
作
用
を
考
慮
し
、
か

つ
、
使
用
場
所
の
状
況
に
応
じ
、
絶
縁
性
能
が
保

た
れ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
表
示

（１）
　
一
般

ガ
ス
用
品
は
、
安
全
上
必
要
な
情
報
及
び
使
用
上
の

注
意
を
、
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
方

法
で
表
示
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（２）
　
個
別
の
規
定

イ
　
３
（
１
）
の
規
定
に
よ
る
表
示
に
は
、
次
の

（
イ
）
か
ら
（
ニ
）
に
掲
げ
る
ガ
ス
用
品
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
（
イ
）
か
ら
（
ニ
）
に

定
め
る
事
項
を
含
む
こ
と
。

（イ）
　
別
表
第
一
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
ガ

ス
用
品
　
届
出
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
、

法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
明

書
の
交
付
を
受
け
た
国
内
登
録
ガ
ス
用
品
検

査
機
関
又
は
外
国
登
録
ガ
ス
用
品
検
査
機
関

（
以
下
「
検
査
機
関
」
と
総
称
す
る
。
）
の
氏

名
又
は
名
称
及
び
適
用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー

プ
（
備
考
の
適
用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の

項
の
欄
に
掲
げ
る
記
号
）

（ロ）
　
別
表
第
一
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
ガ

ス
用
品
　
届
出
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
適
用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
（
備
考
の
適

用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
項
の
欄
に
掲
げ

る
記
号
）

（ハ）
　
別
表
第
一
第
四
号
の
ガ
ス
用
品
　
使
用
す

べ
き
ふ
ろ
が
ま
の
型
式

（ニ）
　
別
表
第
一
第
五
号
及
び
第
六
号
の
ガ
ス
用

品
の
う
ち
、
開
放
燃
焼
式
の
も
の
　
原
則
と

し
て
赤
系
色
の
２
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き

さ
の
文
字
で
「
十
分
な
換
気
を
し
な
い
と
死

亡
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
」
旨
の
警

告

ロ
　
３
（
２
）
イ
（
イ
）
又
は
（
ロ
）
の
規
定
に

よ
り
表
示
す
べ
き
届
出
事
業
者
又
は
検
査
機
関

の
氏
名
又
は
名
称
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
経

済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
、
又
は
経
済
産
業

大
臣
に
届
け
出
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
承
認
を

受
け
た
略
称
又
は
届
け
出
た
登
録
商
標
（
商
標

法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第

二
条
第
五
項
の
登
録
商
標
を
い
う
。
）
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
　
３
（
２
）
イ
（
ハ
）
の
規
定
に
よ
り
表
示
す

べ
き
ふ
ろ
が
ま
の
型
式
は
、
経
済
産
業
大
臣
の

承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
使
用
す
べ
き
ふ
ろ
が

ま
の
表
示
を
当
該
ガ
ス
ふ
ろ
バ
ー
ナ
ー
に
添
付

す
る
書
面
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
備
考
）

１
　
適
用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー
プ

適
用
す
べ
き

ガ
ス
グ
ル

ー
プ

１
３
Ａ
（
燃
焼
速
度
が
３
５
以
上
４
７

以
下
で
あ
つ
て
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
が
５

２
．
７
を
超
え
５
７
．
８
以
下
の
ガ

ス
を
い
う
。
）

１
２
Ａ
（
燃
焼
速
度
が
３
４
以
上
４
７

以
下
で
あ
つ
て
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
が
４

９
．
２
を
超
え
５
３
．
８
以
下
の
ガ

ス
を
い
う
。
）

６
Ａ
（
燃
焼
速
度
が
３
４
以
上
４
５
以

下
で
あ
つ
て
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
が
２
４
．

５
を
超
え
２
８
．
２
以
下
の
ガ
ス
を

い
う
。
）

５
Ｃ
（
燃
焼
速
度
が
４
２
以
上
６
８
以

下
で
あ
つ
て
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
が
２
１
．

４
を
超
え
２
４
．
７
以
下
の
ガ
ス
を

い
う
。
）

Ｌ
１
（
燃
焼
速
度
が
４
２
．
５
以
上
７

８
以
下
で
あ
つ
て
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
が

２
３
．
７
を
超
え
２
８
．
９
以
下
の

ガ
ス
を
い
う
。
）

Ｌ
２
（
燃
焼
速
度
が
２
９
以
上
５
４
以

下
で
あ
つ
て
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
が
１
９
．

０
を
超
え
２
２
．
６
以
下
の
ガ
ス
を

い
う
。
）

Ｌ
３
（
燃
焼
速
度
が
３
５
以
上
６
４
以

下
で
あ
つ
て
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
が
１
６
．

２
を
超
え
１
８
．
６
以
下
の
ガ
ス
を

い
う
。
）

（
１
）
　
こ
の
表
の
燃
焼
速
度
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
出

す
る
も
の
と
す
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｐ
は
、
燃
焼
速
度

Ｓ
ｉ
は
、
ガ
ス
中
の
各
可
燃
性
ガ
ス
の
燃
焼
速
度
で
あ

つ
て
、
次
の
表
に
掲
げ
る
値

ｆ
ｉ
は
、
ガ
ス
中
の
各
可
燃
性
ガ
ス
に
係
る
係
数
で
あ

つ
て
、
次
の
表
に
掲
げ
る
値

Ａ
ｉ
は
、
ガ
ス
中
の
各
可
燃
性
ガ
ス
の
含
有
率
（
体
積

百
分
率
）

Ｋ
は
、
減
衰
係
数
で
あ
つ
て
、
次
の
式
に
よ
り
算
出
し

た
値

α

ｉ
は
、
ガ
ス
中
の
各
可
燃
性
ガ
ス
の
補
正
係
数
で

あ
つ
て
、
次
の
表
に
掲
げ
る
値

ＣＯ２
は
、
ガ
ス
中
の
二
酸
化
炭
素
の
含
有
率
（
体
積
百
分

率
）

Ｎ２
は
、
ガ
ス
中
の
窒
素
の
含
有
率
（
体
積
百
分
率
）

Ｏ２
は
、
ガ
ス
中
の
酸
素
の
含
有
率
（
体
積
百
分
率
）

水
素
一
酸化炭素
メ

タン
エ

タン
エ
チレン
プ
ロパン
プ
ロピレン
ブ

タン
ブ

テン
そ
の他の炭化水素

Ｓ
ｉ
２

８２
１

００
３
６
４
１
６
６
４
１
４
７
３
８
４
７
４
０

ｆ
ｉ
１

．００
０

．７８１
８

．７２
１

６．６
１

１．０
２

４．６
２

１．８
３

２．７
２

８．５
３

８．３
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α

ｉ
１

．３３
１

．００
２

．００
４

．５５
４

．００
４

．５５
４

．５５
５

．５６
４

．５５
４

．５５

（
２
）
　
こ
の
表
の
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数
は
、
次
の
式
に
よ
り

算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

Ｗ
Ｉ＝
Ｈ
ｇ
／√

ｓ

Ｗ
Ｉ
は
、
ウ
ォ
ッ
ベ
指
数

Ｈ
ｇ
は
、
ガ
ス
の
総
発
熱
量
（
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
毎
立
方

メ
ー
ト
ル
を
単
位
と
す
る
。
）

ｓ
は
、
ガ
ス
の
空
気
に
対
す
る
比
重

２
　
表
示
事
項
と
し
て
適
用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
が
２

以
上
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
す
べ
き
ガ
ス
グ
ル
ー

プ
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
技
術
上
の
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

別
表
第
４
（
第
１
８
条
関
係
）

検
査

設
備

検
査
設
備
の
基
準

気
密

試
験

設
備

圧
縮
機
、
マ
ノ
メ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
漏
え
い
検
知
器

及
び
精
密
ガ
ス
流
量
計
（
ソ
ー
プ
フ
ィ
ル
ム
メ
ー

タ
ー
、
バ
ブ
ル
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
精
度
を
有
す
る
も
の
）
を
備
え
て
い
る

こ
と
。

燃
焼

試
験

設
備

マ
ノ
メ
ー
タ
ー
、
水
圧
測
定
装
置
（
別
表
第
１
第

１
号
及
び
第
３
号
の
特
定
ガ
ス
用
品
を
検
査
す
る

場
合
に
限
る
。
）
、
ガ
ラ
ス
製
水
銀
棒
状
温
度
計

（
温
度
１
０
０
度
ま
で
測
定
で
き
る
も
の
（
別
表
第

１
第
１
号
、
第
３
号
及
び
第
４
号
の
特
定
ガ
ス
用

品
を
検
査
す
る
場
合
に
限
る
。
）
）
、
赤
外
線
分
析
計

（
０
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
一
酸
化
炭
素
及
び
１

２
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
二
酸
化
炭
素
を
測
定
で
き

る
も
の
）
、
酸
素
濃
度
計
、
直
流
用
電
圧
調
整
器

（
乾
電
池
を
用
い
て
点
火
す
る
も
の
を
検
査
す
る
場

合
に
限
る
。
）
、
交
流
用
電
圧
調
整
器
（
交
流
電
源

を
使
用
す
る
も
の
を
検
査
す
る
場
合
に
限
る
。
）
及

び
騒
音
計
（
日
本
産
業
規
格
Ｃ
１
５
０
９―

１

（
２
０
１
７
）
電
気
音
響―

サ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
メ
ー

タ
（
騒
音
計
）―

第
１
部
：
仕
様
に
定
め
る
規
格

に
適
合
す
る
も
の
）
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

消
費

ガ
ス

量
測

定
設

備

マ
ノ
メ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
圧
力
調
整
器
及
び
湿
式
の

ガ
ス
流
量
計
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

別
表
第
５
（
第
１
８
条
関
係
）

品
質

管
理

基
準

に
関

す
る

事
項

製
品

規
格

製
品
規
格
は
、
技
術
上
の
基
準
を
満
足
す
る
よ
う

に
規
定
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
内
容
が
適
切
に
見
直

さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
改
正
等
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
。

製
品

検
査

１
　
製
品
の
検
査
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ
れ
、

か
つ
、
規
程
の
内
容
が
適
切
に
見
直
さ
れ
、
必
要

に
応
じ
て
適
切
に
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
製
品
の
検
査
が
、
規
程
に
基
づ
い
て
適
切
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
　
製
品
の
検
査
に
関
す
る
記
録
が
、
規
程
に
基

づ
い
て
適
切
に
記
録
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

検
査

設
備

管
理

１
　
検
査
設
備
の
管
理
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ

れ
、
か
つ
、
規
程
の
内
容
が
適
切
に
見
直
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

２
　
検
査
設
備
の
管
理
が
、
規
程
に
基
づ
い
て
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
　
検
査
設
備
の
管
理
に
関
す
る
記
録
が
規
程
に

基
づ
い
て
適
切
に
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

製
品

の
識

別

製
品
等
の
状
態
を
識
別
管
理
し
、
不
良
品
の
混
入
、

出
荷
等
を
防
ぐ
手
順
が
定
め
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

資
材

受
入

管
理

１
　
資
材
受
入
の
管
理
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ

れ
、
か
つ
、
規
程
の
内
容
が
適
切
に
見
直
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

２
　
資
材
の
受
入
管
理
が
、
規
程
に
基
づ
い
て
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
　
資
材
受
入
の
管
理
に
関
す
る
記
録
が
規
程
に

基
づ
い
て
適
切
に
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

外
注

加
工

管
理

１
　
外
注
加
工
の
管
理
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ

れ
、
か
つ
、
規
程
の
内
容
が
適
切
に
見
直
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

２
　
外
注
加
工
の
管
理
が
、
規
程
に
基
づ
い
て
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
　
外
注
加
工
の
管
理
に
関
す
る
記
録
が
規
程
に

基
づ
い
て
適
切
に
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

製
造

工
程

管
理

１
　
製
造
工
程
の
管
理
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ

れ
、
か
つ
、
規
程
の
内
容
が
適
切
に
見
直
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

２
　
製
造
工
程
の
管
理
が
規
程
に
基
づ
い
て
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
　
製
造
工
程
の
管
理
に
関
す
る
記
録
が
規
程
に

基
づ
い
て
適
切
に
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

製
造

設
備

管
理

１
　
製
造
設
備
の
管
理
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ

れ
、
か
つ
、
規
程
の
内
容
が
適
切
に
見
直
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

２
　
製
造
設
備
が
、
規
程
に
基
づ
い
て
適
切
に
設

置
さ
れ
、
か
つ
、
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
　
製
造
設
備
の
管
理
に
関
す
る
記
録
が
規
程
に

基
づ
い
て
適
切
に
記
録
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

苦
情

処
理

１
　
苦
情
処
理
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ
れ
、
か

つ
、
規
程
の
内
容
が
適
切
に
見
直
さ
れ
、
必
要
に

応
じ
て
適
切
に
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
苦
情
処
理
に
関
す
る
記
録
が
規
程
に
基
づ
い

て
適
切
に
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

３
　
苦
情
処
理
の
記
録
は
、
是
正
処
置
あ
る
い
は

予
防
処
置
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

組
織

及
び

責
任

と
権

限

品
質
に
影
響
す
る
業
務
を
管
理
し
、
実
行
し
、
検

証
す
る
役
職
者
の
責
任
及
び
権
限
の
分
担
が
明
確

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

文
書

管
理

文
書
の
管
理
の
手
順
が
定
め
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

教
育

訓
練

製
品
の
検
査
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
は
、

必
要
な
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

別
表
第
６
（
第
２
０
条
関
係
）
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別
表
第
７
（
第
２
０
条
関
係
）

 

別
表
第
８
（
第
２
０
条
関
係
）

（
備
考
）
　
表
示
の
色
は
、
地
を
銀
色
、
文
字
等
を
オ
レ

ン
ジ
色
と
す
る
。

様
式
第
１
（
第
２
条
、
第
１
２
条
関
係
）

様式第1（第2条、第12条関係）（平12通産令202・全改、平29経産令15・令元経産令17・一部改正） ガス用品輸出用例外届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第138条第2項第1号（第145条第1項第1号）の規定により、次のとおり届け出ます。 1ガス用品の区分並びに構造、材質及び性能の要 2輸出予定数量 3仕向地及び輸出の時期 4製造する工場又は事業場の名称及び所在地並びに製造又は輸入する者が届出事業者である場合には届出の年月日及びガス用品の型式の区分 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
２
（
第
２
条
、
第
１
２
条
関
係
）

様式第2（第2条、第12条関係）（平12通産令202・全改、平29経産令15・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス用品例外承認申請書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第138条第2項第2号（第145条第1項第2号）の承認を受けたいので、次のとおり申請します。 1ガス用品の区分並びに構造、材質及び性能の要 2承認を申請する理由 3用途 4製造、輸入又は販売を予定する数量 5使用者が特定している場合は、その者の氏名又は名称及び使用の場所 6製造する工場又は事業場の名称及び所在地並びに製造又は輸入する者が届出事業者である場合には届出の年月日及びガス用品の型式の区分 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
（
第
４
条
関
係
）

様式第3（第4条関係）（平12通産令202・全改、平29経産令15・令元経産令17・一部改正） ガス用品製造（輸入）事業届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第140条の規定により、次のとおり届け出ます。 1事業開始の年月日 2製造（輸入）するガス用品の区分 3当該ガス用品の型式の区分 4当該ガス用品を製造する工場又は事業場の名称及び所在地（輸入の事業を行う者にあつては、当該ガス用品の製造事業者の氏名又は名称及び住所） （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
４
（
第
６
条
関
係
）

様式第4（第6条関係）（平12通産令202・全改、平29経産令15・令元経産令17・一部改正） ガス用品製造（輸入）事業承継届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第141条第2項の規定により、次のとおり届け出ます。 承継の原因 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 製造（輸入）事業届出の年月日 製造（輸入）するガス用品の区分 被承継者に 関する事項 当該ガス用品の型式の区分 当該ガス用品を製造する工場又は 事業場の名称及び所在地（輸入の 事業を行う者にあつては、当該ガ ス用品の製造事業者の氏名又は名 称及び住所） （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
５
（
第
６
条
関
係
）

様式第5（第6条関係）（平12通産令202・全改、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス用品製造（輸入）事業譲渡譲受証明書 年月日 殿 譲り渡した者住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 譲り受けた者住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおりガス用品製造（輸入）事業者の事業の全部の譲渡譲受があつたことを証明します。 1譲り渡した者の製造（輸入）事業届出の年月日 2製造（輸入）するガス用品の区分 3当該製品の型式の区分 4当該ガス用品を製造する工場又は事業場の名称及び所在地（輸入の事業を行う者にあつては、当該ガス用品の製造事業者の氏名又は名称及び住所） 5譲渡譲受の年月日 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
６
（
第
６
条
関
係
）

様式第6（第6条関係）（平12通産令202・全改、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス用品製造（輸入）事業者相続同意証明書 年月日 殿 証明者住所 氏名 次のとおりガス用品製造（輸入）事業者について相続があつたことを証明します。 1被相続人の住所及び氏名 2被相続人の製造（輸入）事業届出の年月日 3製造（輸入）するガス用品の区分 4当該ガス用品の型式の区分 5当該ガス用品を製造する工場又は事業場の名称及び所在地（輸入の事業を行う者にあつては、当該ガス用品の製造事業者の氏名又は名称及び住所） 6ガス用品製造（輸入）事業者の地位を承継する者として選定された者の住所及び氏名 7相続開始の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2証明書は、ガス用品製造（輸入）事業者の地位を承継する者として選定された者以外の相続人全員が氏名を記載すること。  

様
式
第
７
（
第
６
条
関
係
）

様式第7（第6条関係）（平12通産令202・全改、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス用品製造（輸入）事業者相続証明書 年月日 殿 証明者住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） 次のとおりガス用品製造（輸入）事業者について相続があつたことを証明します。 1被相続人の住所及び氏名 2被相続人の製造（輸入）事業届出の年月日 3製造（輸入）するガス用品の区分 4当該ガス用品の型式の区分 5当該ガス用品を製造する工場又は事業場の名称及び所在地（輸入の事業を行う者にあつては、当該ガス用品の製造事業者の氏名又は名称及び住所） 6ガス用品製造（輸入）事業者の地位を承継した者の住所及び氏名 7相続開始の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2証明者は、2人以上とすること。  
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様
式
第
７
の
２
（
第
６
条
関
係
）

様式第7の2（第6条関係）（平13経産令99・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ガス用品製造（輸入）事業承継証明書 年月日 殿 被承継者住所 名称及び代表者の氏名 承継者住所 名称及び代表者の氏名 次のとおり分割によつてガス用品製造（輸入）事業者の事業の全部の承継があつたことを証明します。 1被承継者の製造（輸入）事業届出の年月日 2製造（輸入）するガス用品の区分 3当該製品の型式の区分 4当該ガス用品を製造する工場又は事業場の名称及び所在地（輸入の事業を行う者にあつては、当該ガス用品の製造事業者の氏名又は名称及び住所） 5承継の年月日 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
８
（
第
７
条
関
係
）

様式第8（第7条関係）（平12通産令202・全改、平29経産令15・令元経産令17・一部改正） 事業届出事項変更届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第142条の規定により、次のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の年月日 3変更の理由 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
９
（
第
９
条
関
係
）

様式第9（第9条関係）（平12通産令202・全改、平29経産令15・令元経産令17・一部改正） ガス用品製造（輸入）事業廃止届出書 年月日 殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第143条の規定により、次のとおり届け出ます。 1製造（輸入）事業届出の年月日 2製造（輸入）するガス用品の区分 3廃止の年月日 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
１
０
（
別
表
第
３
関
係
）様式第10（別表第3関係）（平28経産令5・全改、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 略称表示承認申請書 年月日 経済産業大臣殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス用品の技術上の基準等に関する省令の規定により届出事業者（国内登録ガス用品検査機関又は外国登録ガス用品検査機関）の氏名若しくは名称に代えて略称を表示することについて承認を受けたいので、次のとおり申請します。 ガス用品の区分略称に代える事項略称 （備考） この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
１
１
（
別
表
第
３
関
係
）

様式第11（別表第3関係） （平12通産令202・全改、平16経産令25・令元経産令17・一部改正） 登録商標表示届出書 年月日 経済産業大臣殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス用品の技術上の基準等に関する省令の規定により届出事業者（国内登録ガス用品検査機関又は外国登録ガス用品検査機関）の氏名又は名称に代えて登録商標を表示することについて次のとおり届け出ます。 ガス用品の区分登録商標に代える事項登録商標 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2登録商標が登録されていることを確認できる書類を添付すること。  

様
式
第
１
２
（
第
２
２
条
、
第
２
５
条
関
係
）

様式第12（第22条、第25条関係）（平15経産令133・全改、平29経産令15・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 登録（登録の更新）申請書 年月日 経済産業大臣殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第150条第1項（第152条において準用する同法第126条第2項において準用する同法第123条）の規定により同法第146条第1項（第152条において準用する同法第126条第1項）の登録（登録の更新）を受けたいので、次のとおり申請します。 1適合性検査を行う特定ガス用品の区分 2事業所の名称及び所在地 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
１
３
（
第
２
６
条
、
第
３
２
条
関
係
）

様式第13（第26条、第32条関係） （平12通産令75・全改、平12通産令202・旧様式第18繰上・一部改正、平12通産令389・平16経産令25・平29経産令15・令元経産令17・一部改正） 事業所変更届 年月日 経済産業大臣殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第153条第2項（第155条第2項）において準用する同法第128条の規定により次のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の年月日 3変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 23は新設、移転又は廃止の別及びその理由を記載すること。  

様
式
第
１
４
（
第
２
７
条
、
第
３
２
条
関
係
）

様式第14（第27条、第32条関係） （平12通産令75・全改、平12通産令202・旧様式第19繰上・一部改正、平12通産令389・平29経産令15・令元経産令17・一部改正） 業務規程（変更）届出書 年月日 経済産業大臣殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第153条第2項（第155条第2項）において準用する同法第129条第1項の規定により業務規程（業務規程の変更）を別添のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 21及び2は業務規程変更の届出の場合に記載すること。  
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様
式
第
１
５
（
第
２
８
条
、
第
３
２
条
関
係
）

様式第15（第28条、第32条関係）（平12通産令75・全改、平12通産令202・旧様式第20繰上・ 一部改正、平12通産令389・平29経産令15・令元経産令17・一部改正） 業務休止（廃止）届出書 年月日 経済産業大臣殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第153条第2項（第155条第2項）において準用する同法第130条の規定により適合性検査等の業務の全部（一部）の休止（廃止）を次のとおり届け出ます。 1休止（廃止）しようとする適合性検査の業務の範囲 2休止（廃止）の年月日 3休止の期間 4休止（廃止）の理由 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
１
６
（
第
３
６
条
関
係
）

様式第16（第36条関係）（平12通産令202・全改、平12通産令389・平16経産令25・平29経産令15・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 適合性検査についての申請書 年月日 経済産業大臣殿 住所 氏名（名称及び代表者の氏名） ガス事業法第186条第4項（第5項）において準用する同条第1項の規定により、国内登録ガス用品検査機関（外国登録ガス用品検査機関）が適合性検査を行わない又は適合性検査結果に異議があるので適合性検査を行うこと又は改めて適合性検査を行うことを命ずべき（請求すべき）ことを次のとおり申請します。 1特定ガス用品の型式の区分 2申請理由 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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